
  



 

現地研修で印象に残った２枚の写真 

Ⅰ．教師海外研修の概要 

  1 ● 目的とねらい     

2 ● 派遣国と訪問先 

  4 ● 募集と研修受講者   

5 ● 研修全体のスケジュール 

Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等 

  7 ● 事前研修     

10 ● 臨時ミーティング 

11 ● 事後研修 

Ⅲ．現地研修の様子と受講者の学び 

 13 ● ①JICAパラグアイ事務所ブリーフィング＋懇親会 

 13 ● ②レヒオン・デ・ラ・ブエナ・ボルンタ協会／青年海外

協力隊活動（青少年活動） 

 13 ● ③パラグアイ・日本人造りセンター／青年海外協力隊

活動（体操競技） 

 14 ● ④Palo Santo製品工房 ＋夕食懇親会 

 14 ● ⑤国立植物・種子品質・防疫機構（SENAVE）研究所／

小規模農家の輸出農作物安全性向上プロジェクト 

 14 ● ⑥青年海外協力隊（小学校教育）2名との意見交換 

 15 ● ⑦白沢商工株式会社 

 15 ● ⑧第15328サン・エンリケ・デ・オソ小学校／青年海

外協力隊活動（小学校教育） 

 16 ● ⑩カテウラ音楽団／カテウラ地区 

 16 ● ⑪ヌエストラ・セニョラ・デ・カアクペ中等学校／青

年海外協力隊活動（体育） 

 16 ● ⑫ヤシレタダム湖隣接地域総合開発調査プロジェク

ト／ダム取水口 

 17 ● ⑬ピラポ入植 59 周年記念慰霊祭、祝賀会＋⑭ピラポ

日本人会、移住史料館、日系スーパー／ピラポ移住

地 

 17 ● ⑮ピラポ幼稚園＋⑯ピラポ日本語学校／日系社会青

年海外協力隊活動（青少年活動） 

 17 ● ⑰日系農家ホームビジット 

18 ● ⑱ビジャリカ市内見学・教材収集 

18 ● ⑲ロマ･ピンド保健ポスト／青年海外協力隊活動（看護師） 

 

18 ● ⑳プロフェソル・ペドロ・アギレラ第 47 小学校／青

年海外協力隊活動（小学校教育） 

19 ● ニャンドゥティ(伝統工芸）見学／作家ホームビジット 

19 ● カテウラ地区見学＋サンタ･ロサ･デ･リマ小学校／

JuvenSur(現地NGO)&ミタイ･ミタクニャイ子ども基金 

20 ● JICA パラグアイ事務所報告会＋JICA 事務所関係

者・専門家・JICA海外協力隊との懇親会 

20 ● ⑨ アスンシオン市内見学、教材収集 

Ⅳ．帰国後の報告 

21 ● 現地研修報告書 

21 ● １. 現地研修に対する各自の目的とその達成度 

22 ● ２. 柱1「訪問国に肯定的に出会う」観点から学んだこと 

24 ● ３. 柱2「日本と訪問国とのつながりや同一性を理解する」

観点から学んだこと 

26 ● ４. 柱3「共通の課題について共に考え･共に越える」観

点から学んだこと 

28 ● 国内研修･実践報告フォーラム2020での報告 

Ⅴ．実践報告書  

29 ● 実践報告書の内容一覧 

30 ● 青山将太朗：残さず食べよう～ぼく･わたしができること～  

35 ● 金尾亜生子：日本も世界もみんなアミーゴ 

41 ● 狩山智美：世界を見よう。知ろう。考えよう！ 

46 ● 佐々木恵：みんなが住みたい！と思う世界に 

51 ● 柴田英子：We are all one!!～SDGsへの取り組みを通して～ 

57 ● 長谷川義洋：世界の国々について知ろう 

62 ● 宮嶋いずみ：世界のこと、みんなで一緒に考えよう！ 

68 ● 村瀬泰広：結集せよ！～日本の未来を支える頭脳～ 

73 ● 湯浅郁也：遠そうで近いパラグアイ 

78 ● 横井美月：世界のつながり、ありがとう！

Ⅵ．研修全体のふりかえり・評価 

83 ● 研修受講者のアンケート結果から 

83 ● １. 研修の満足度について 

83 ● ２. 開発教育･国際理解教育の実践について 

84 ● ３. 学習者のより良い変化について 

85 ● ４. 研修内容への評価 

87 ● ５. 教師海外研修の良かったこと、より良くするため

の提案 



 
 
 
  
 
 
  

 

 



 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 





 
 

上：Palo Santo（香木）製品工房

＆JICA パラグアイ事務所

懇親会 

中：ヤシレタダム湖隣接地域総合

開発調査プロジェクト 

 

下：カテウラ地区 

JuvenSur（現地NGO）＆

ミタイ・ミタクニャイ子

ども基金 

 

集合写真 
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「持続可能な社会の創り手の育成」への貢献を

ねらいとし、次の２点を本研修の目的としている。 
 

（１）開発教育/国際理解教育の実践と裾野拡大

に貢献する意欲のある教員が、開発途上国

訪問や事前・事後の研修を通じ、開発途上

国の現状・課題、日本との関係、国際協力

の現場、さらには開発教育/国際理解教育の

意義について理解を深めること 

（２）参加者が、研修成果を活かした学校での授業実践を通じ、「持続可能な社会の創り手」としての児

童・生徒の育成を行うこと、また、汎用性のある学習指導案の作成などの取り組みを通じて他の教

員等と共に開発教育/国際理解教育の普及に寄与すること 
 

この事業の目的を踏まえた教師海外研修の目的を次のとおり設定している。 
 
 
 

海外研修のテーマを「持続可能な開発」とし、教師の皆さんが、パラグアイの暮らしや社会、

JICAの協力活動等の体感を通じて、人類の多様性、心の同一性、問題点、課題を解決するため

に必要なことなどを調べ考え、その経験を共通の教材にし、日本の児童・生徒への開発教育・

国際理解教育に活かしてもらうことを目的とする。 
 

パラグアイ現地研修の学びの視点 

１．訪問国に肯定的 
に出会う 

◇ 世界の多様性を知り、多様な人やものと出会うこと・交流するこ

との楽しさを伝える。 

◇ 多角的に肯定的に相手国と出会い、人の顔が見え、つながりを感

じられるようになる。 

２．日本と訪問国との 
つながりや同一性
を理解する 

◇ 地球規模で進むグローバル化の恩恵と課題を理解し、日本とパラ

グアイとのつながりに気づき、つながりを築く。 

◇ 国や人の多様性だけではなく、共通するものがあること（同一性）

を理解する。 

３．共に考え・共に越 
える共通の課題の
解決をめざす 

◇ 相手を知ることで自国（自分）をふりかえり、互いの誇りや課題

を確認する。 

◇ 共に学びあい、知り、考え、気づき、よりよい未来を共に築く入

り口を提供する。 
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 訪問国 
 

本年度の訪問国はパラグアイ１カ国である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現地研修における訪問先
 

現地研修における現地スケジュールと訪問主要都市地図をP.3～4に示した。 

訪問先の選定にあたっては、JICA、運営委託先であるNIED・国際理解教育センター、現地研修

同行ファシリテーターを交えて検討を行った。 

手順としては、現地研修の学びの視点を満たす主要テーマを設定し、各国の概要、過年度の研修

の訪問実績および現在のJICAの活動を踏まえ、在外事務所と調整しながら、最終的な主要テーマ

を下表のとおり設定し、それに沿った訪問先に決定した。 
 

学びの視点ごとの主要テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．教師海外研修の概要 
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現地研修の訪問スケジュール 

 
 

15:30  EK7031/3h20m  18:50 
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13:35 EK3732 G3 /2h00m 16:35 8h50m  

 
 

 
 01:25 EK262/14h30m 22:55 4h05m    

 
 

03:00 EK316/9h15 17:15  1h40m 19:30  
EK7032/3h20m  22:50  

 

Ⅰ．教師海外研修の概要
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現地研修の訪問先主要都市 

Ⅰ．教師海外研修の概要 

※ 地図出典： http://www.un.org/Depts/Cartographic/map/profile/paraguay.pdf 
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 受講者
 

同行者を除く10名の研修受講者の属性及び同行者を含む名簿は以下のとおりである。 
 

性別：女性6名、男性4名 

         年代：20代3名、30代6名、40代1名 

           地域：愛知県9名、三重県１名 

           校種：小学校8名、中・高等学校１名、高等学校1名 

 

教師海外研修受講者および同行者名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 応募資格等
 

 

 

 

 JICA JICA ODA

JICA  

Ⅰ．教師海外研修の概要Ⅰ．教師海外研修の概要

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12
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 JICA

 

 2019

 

  

 

 

 1) 2) 

3

4) JICA

 

 E  

  

 

教師海外研修の各研修等は、以下のような年間を通した日程で行った。 

 

  

Ⅰ．教師海外研修の概要 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事前研修］

 
◇ 教師海外研修の目的・内容を理解し、自分たちの言葉でミッションを立てる。 

◇ 訪問国のJICA事業および訪問先の情報を共有する。 

◇ 海外研修の経験を授業につなげるための教材の収集方法を検討する。 

◇ 現地で行うチームの役割分担、役割係ごとの内容を検討する。 

◇ 海外研修の準備・留意事項（フライト、持ち物、健康・安全対策など）を確認する。 

 

 

１．開会 

２．教師海外研修の目的・内容 

３．共通基盤づくり

休憩  

４．海外研修の訪問国・訪問先情報の共有 

５．海外研修を生かした教材化の視点の確認  

６．海外体験を授業につなげるための計画①／個人作業

休憩  

７．海外体験を授業につなげるための計画②／チーム作業

８．事務連絡  
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事前研修］ 

１） みんなで楽しむ ５）12人みんな仲良くする！ 

２）本物にたくさん触れる ６）子どもと世界をつなげる！ 

３）深い学び…子どもへ・私たち自身 ７）衣食住を知り、伝える！ 

４）多様な価値観に触れ、自己の価値観を振り返る ８）同僚と世界をつなげる！ 

   ９）自分自身の価値観を広げる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

９．朝のアイスブレーキング 

10．海外体験を授業につなげるための計画③／チーム作業

お昼休憩

11．子どもたちとの交流＆チームでの役割の検討 

12．現地での１日の流れの確認 

休憩  

13．参加の準備や注意事項

14．最終調整、事務連絡 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事前研修］

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訪問先区分 該当する主な訪問先 担当チーム 

Ａ．教育系 

③パ・日人造りセンター 

⑧デ・オソ小学校 

⑳ペドロ・アギレラ小学校 

⑥小学校教育隊員と意見交換 

⑪デ・カアクペ中等学校 

 

レインボー 

 

Ｂ．日系社会系 

⑦白沢商工株式会社 

⑭ピラポ日本人会・史料館 

⑯ピラポ日本語学校 

⑬ピラポ入植慰霊祭・祝賀会 

⑮ピラポ幼稚園 

⑰日系農家ホームビジット 

ラーメン 

（ＩＫＥ、  

Ｃ．その他 

格差是正系 

②ブエナ・ボルンタ協会 

⑩カテウラ音楽団 

⑲ロマ・ピンド保健ポスト 

⑤SENAVE研究所 
⑫ヤシレタダム湖隣接地開発 

サンタ・ロサ小学校 

レインボー 

 

Ｄ．生活・文化 

全体通して系 

①JICAブリーフィング 
⑨アスンシオン見学教材収集

JICA報告会・懇親会
出会ったパラグアイの人々 

④Palo Santo製品工房
ニャンドゥティ工房 

見聞きする暮らし・文化 

街中・お店などでの発見 

ラーメン 

（ＩＫＥ、  
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［臨時ミーティング］ 

１） 学びをシェアする 

２）人とのつながりをもつ（人・行動） 

３）何を学びたかったのかをはっきりする（資料をしっかり読んで一人ひとりの意識を高く） 

４）自分で学びをふりかえることも大切 

５）ふりかえりの視点を持つことも大切（最初にイメージを持ってそれと比べながら） 

６）日本の子どもたちに伝えたいこと（日本の子どもたちに提供できることを意識して） 

７）参加者同士で遠慮はしない（学びがつながるように） 

 
◇ 海外研修における安全対策を確認する。 

◇ 訪問先および行程の最新情報を共有し、お土産・情報収集などの最終調整を行う。 

◇ 現地交流内容の確認、相談をし、現地研修の充実を図るとともに不安を解消する。 

◇ 気持ちよく豊かに学び合うための約束・心がけを決め、結団し、現地へ向かう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１．JICA安全対策ビデオ視聴  

２．現地最新情報共有  

３．お土産仕分け

４．交流内容進捗確認・相談  

５．事務連絡
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事後研修］

 
◇ 教師海外研修で学んだこと・得たことを基にした個人の授業実践プログラムを作成し、

評価指標の活用、相互提案などを通してより実践的な内容に深める。 
 

 

１．開催挨拶  

２．アイスブレーキング  

３．現地研修のふりかえり

４-１．授業実践プログラム作り①（ねらいの設定）

４-２．授業実践プログラム作り②（プログラムの試作）

５．指標による授業実践プログラムの相互提案  

６．授業実践プログラムのとりまとめ

７．授業実践プログラムの展覧会

８．授業実践プログラムの発表＆提案会

 

９．授業実践プログラム改善
 

１０．実践に向けての私宣言！＆エール（20 分） 

１１．実践報告フォーラム2020 での報告検討（15分） 

１２．事務連絡（5 分） 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事後研修］ 

● 開発教育・国際理解教育における「学習者の学びの３つの柱」に関する指標 

指標① 柱１：学習者が、「訪問国に肯定的に出会う」学びがあるか。 

指標② 柱２：学習者が、「日本と訪問国とのつながりや同一性に気づく」学びがあるか。 

指標③ 柱３：学習者が、「共通の課題について共に考え・共に越える」学びがあるか。 

● 学習者主体の参加型、収集教材の活用に関する指標 

指標④ プログラムに流れがあり、気づきから行動へとつながるものとなっているか。 

指標⑤ 学習者が、主体的に考え、学習者同士が学び合えるような問いかけや手法となっているか。 

指標⑥ 現地で収集・整理した教材が効果的に活用されているか。 
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Ⅲ．現地研修の様子と受講者の学び

※ 現地研修の「研修報告書」を一部編集して掲載した。 
なお、訪問先の番号は、4ページの現地行程表の番号と一致させている。 

［ 7／29 (月) ］  

①JICAパラグアイ事務所ブリーフィング＋懇親会 
 

 JICA パラグアイ事務所の近藤次長と村上所員から、パラグアイの

基本的な生活習慣や JICA の取り組みについて話をしてもらった。パ

ラグアイは、最も離れた国の一つだが、親日の方が多い。それは、日

本人移民の方や JICA の方たちが農地を開拓したり技術開発に協力し

たりするなど、パラグアイの経済発展に大きく貢献し、勤勉さで様々

な困難を克服していったため日本や日本人をよく思ってくれている

そうだ。また、この研修はたくさんの人たちが「より良い研修」とな

るよう、研修の直前まで話し合って計画を立ててくださったそうだ。

この話を聞き、まだ出会ったこともない人たちが、自分たちのために尽力してくれているんだと分かり、感謝の

気持ちとパラグアイでの学びを日本の子どもたちに還元しなければ、という使命感を覚えた。（青山将太朗） 

［ 7／29 (月) ］  

②レヒオン・デ・ラ・ブエナ・ボルンタ協会（NGO）貧困層幼児対象の

保育施設／青年海外協力隊活動（青少年活動） 
 

レヒオン・デ・ラ・ブエナ・ボルンタ協会では、市民社会団体の

支援を受けて寄付金で運営している施設である。男女100名ほどの

園児が通い生活をしているが、需要が多く、入りたくても入れない

子どももいるようだ。園児は明るく元気に過ごしており、交流した

ときも楽しそうに活動していた。ここで美術を教えている青年海外

協力隊の諏澤さんは、リサイクルアートに取り組み、ペットボトル

やトイレットペーパーの芯などを使って工作をしていた。まだ物が

使えるのに使わなかったり、リサイクルがしっかりされてなかった

りするので、環境教育に力を入れていた。また、衛生活動も行っており、園児たちが健康に過ごせるように手

洗いや掃除のプロジェクトを行っていた。ゴミへの意識が低く、その影響で衛生的な環境が整っていないよう

だ。その意識をもたせるためには、教育が必要であり、それは親にももってほしい意識だと諏澤さんは話して

くれた。日本でも同じことが言えるのではないかと感じた。（金尾亜生子） 

［ 7／29 (月)］  

③パラグアイ・日本人造りセンター（体育館）／青年海外協力隊活動（体

操競技） 
 

「人を造る」という名前に、どのような活動がされているのか訪問前から大変興味があった。語学、ダンス、

音楽、情報処理、スポーツと、様々な分野の講座が開催されていて、受講すれば資格を取ることもでき、職業

訓練としての要素もあるそうだ。バイオリンを指導していた講師の方から「スズキ・メソード」という、日本

人によって始められた指導法を取り入れているという話を聞いた。施設だけでなく、指導法という形でも日本
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の技術が役立っていることを知り、誇らしい気持ちになった。体操

指導をしている青年海外協力隊の岸本鷹斗さんからは、恵まれない

環境の子どもたちに指導がしたかったという思いや、文化が違うパ

ラグアイの子どもたちへの指導の難しさを聞いた。海外で活動する

意思の強さ、行動力、熱意に大変刺激を受けた。「ここは日本が作っ

てくれたセンターだから、あなたたちのものでもあります。いつで

もまた遊びに来てください」という所長の温かい言葉に、日本とパ

ラグアイのつながりを感じた。（狩山智美） 

［ 7／29 (月) ］  

④Palo Santo（香木） 製品工房 （パラグアイ移住日本人経営）＋夕食

懇親会 
 

立川夫妻に出会い、10人全員で驚いたのは二人の「若さ」であった。芸術の大学を出て、自分の特技を活か

した仕事をするためにパラグアイへ。見知らぬ土地でビジネスをするには、「アミーゴを増やすことが大切。」

と話した立川さん。立川さんの人柄も関係していると思うが、本当に様々な人と繋がって生き生きと仕事をし

ており、かっこよかった。職場にはパラグアイ人の方を４人、日系の方を２人雇っており、それぞれの性格を

よく理解しながら共に働く姿があり、立川さんは「その土地・そ

の人たちに合った仕事をするよう心がけている。」と話していた。

また、一つの仕事に縛られず季節に合わせた働き方も魅力的であ

った。夫婦ともに自分の強みをよく理解しており、周りにはその

強みを理解してくれる人がたくさんいる。立川夫妻の周りに人が

集まるのは、二人が相手を受け入れる温かい雰囲気をもっている

からだと感じた。自分がやりたいことを実現させるために行動を

起こすかっこよさを、ぜひ子どもたちに伝えたい。（佐々木恵） 

［ 7／30 (火) ］  

⑤国立植物・種子品質・防疫機構（SENAVE）研究所／小規模農家の輸

出農作物安全性向上プロジェクト 
 

 SENAVE研究所を訪れた際に農作物の安全性を高めることが、貧

困を解決する非常に重要な国際協力事業であるということを学んだ。

技術協力専門家の滝本さんの話を聞き、残留農薬が日本の基準値を

上回ると輸出したゴマが受け入れてもらえず、かなりの損失になり

農家が困っているという現状を知った。そして、残留農薬のごまの

基準値のデータがないために一律の厳しい基準となっており、新た

な基準を定めるためのデータを取る活動をしているそうだ。輸入側

である日本にとっては、食の安全が保たれ、輸出側にとっては、安

定した収入となり、貧困の解決に繋がる。小規模農家だけでは、設備もノウハウも無く現状を打開することは

難しいので、この研究所の果たす役割は大きいと思った。パラグアイで課題解決のために活躍している滝本さ

んのような人たちのおかげで、あたたかい歓迎を受けることができたのだと実感した。このことも日本の児童

に伝え、日本人としての誇りを育てていきたい。（柴田英子） 

［ 7／30 (火) ］  

⑥青年海外協力隊（小学校教育）2名との意見交換  
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サン・エンリケ・デ・オソ小学校に派遣されている青年海外協力隊の片桐さんと第163プロフェソールアド

ルフォマリアモンヘス小学校に派遣されている青年海外協力隊の藤城さんに JICA パラグアイ事務所にて活動

の様子を伝えてもらった。写真を投影しながら、活動の様子を説明してくれたので、とても分かりやすかった。

当日は、パラグアイ全土で「友情の日」ということだった。片桐さんと藤城さんの学校では、子ども同士がプ

レゼントの交換をしたということだった。写真を通じて、全体に説

明した後に、２つのグループに分かれて意見交換をした。基本的に

は、①内容を黒板に書く、②内容について説明する、③板書をノー

トに写させる、という流れで学習が進んでいくことが分かった。教

師も子どもも授業では、ノートを書かないといけないと思っている

ということだった。机と椅子がくっついていて、グループ学習がや

りにくいということだった。両親が送り迎えをする関係で、雨の日

や寒い日などは、欠席が多いということが分かった。（長谷川義洋） 

［ 7／30 (火) ］  

⑦白沢商工株式会社 
 

白沢社長は、中学生の時に家族でパラグアイに移住されたという。今、日本で出回っているごまのほとんど

が輸入品であり、パラグアイからの輸入も多くを占める。白沢社長は、パラグアイの貧困を撲滅するためにご

まの栽培を小農家の方に広め、26歳の時に今の会社を設立した。異国の地で、会社を立ち上げるのは大変なこ

とだと、容易に想像できる。白沢社長は、「あきらめない。３％でも可能性があればチャレンジする。」「障害

があるのは当たり前。それが楽しみになる。」と言われていた。今の

成功があるのも、そのバイタリティ溢れる性格だからなのだと思っ

た。日本の子ども達へ伝えたいことをお聞きすると、「外から日本を

見ることが大切。たくましく育てるように。」ということを言われた。

白沢社長の言葉は、一つ一つに重みがあり、心に響いた。また、人

と人とのつながりを大切にされる、温かい方なのだと、お話から伝

わってきた。白沢社長の言葉が自分の心に響いたように、子ども達

の心にも響くよう伝えたいと思った。（宮嶋いずみ） 

［ 7／31 (水) ］  

⑧第 15328サン・エンリケ・デ・オソ小学校／青年海外協力隊活動（小

学校教育） 
 

最初の歓迎セレモニーでは、現地の子どもたちが一生懸命に歌

を歌ったり、訪問者である我々のたどたどしい自己紹介を興味深

そうに聞いたりする姿があり、それは日本の子どもたちと変わら

ないように感じた。その後、この学校で活動する青年海外協力隊

の片桐さんの授業を見学した。練習問題を解く場面では、机間指

導に参加した。指を使ったり、片言のスペイン語で話しかけたり

と、悪銭苦闘しながらも子どもたちとコミュニケーションをとる

ことができた。言葉の壁があっても、伝えたいという思いが大切

であることを感じる瞬間になった。児童机や教科書・ノート、各教室の設備など日本に比べるとまだまだ整っ

ていない部分が多く見られた。そんな中でも、身近なものを利用して教具をつくったり、子どもたちの能力を

伸ばすためにできることを考えたりと、片桐さんが現地の先生と同じ方向を向いて活動していることが印象的

だった。（村瀬泰広） 
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［ 7／31 (水) ］  

⑩カテウラ音楽団／カテウラ地区 
 

学校に入ると、子どもたちが奏でる楽器の音が聞こえてきた。カ

テウラ地区はパラグアイ最大のゴミ集積地である。子どもたちが手

に持っている楽器は、ペンキ缶や水道管、フォークやおたまなど、

カテウラに集まってくるゴミから作られたものだ。ここにいる子ど

もたちは様々な背景を持っている。楽団の一人の青年は、入団前、

家族のために3時間の睡眠時間で働いていたという。しかし、楽団

に入ってからは公演などによって集まるお金で支給される奨学金で

大学にも通え、今は楽器を作るという夢を持っていた。訪問の最後

に「世界に一つだけの花」を受講者で歌った。その後、私たちの持っていた楽譜を見て音楽団の方々が演奏し

てくれ、その場にいる全員で一つの音楽を作ることができた。音楽は言葉を介さず、お互いの心を結びつけて

くれた。格差是正には時間が必要だが、目の前の問題を先送りにせず少しずつ解決し、全ての子どもたちが安

全に夢を持って生活できる環境を作っていきたいと強く思った。（横井美月） 

［ 8／1 (木) ］  

⑪ヌエストラ・セニョラ・デ・カアクペ中等学校／青年海外協力隊活動

（体育） 
  

訪問先は生徒数おおよそ200名のカトリック系中等学校である。に

こやかな表情の校長に出迎えられ学校訪問をはじめたが、正午近くの

訪問であったため生徒は多くなかった。パラグアイの中等学校の多く

は午前午後の2部制をとっており、午前と午後で生徒が入れ替わるよ

うだ。校内のあちらこちらに陸上競技大会の受賞メダルなどが飾られ

ており、陸上競技に力をいれていることが青年海外協力隊の小田さん

による学校概要の説明でわかった。ちなみに同校での小田さんの役割

は日本式の保健体育の教授法の指導であるようだが、体育倉庫に整然

と収められている用器具の様子はまさに日本の学校のそれと同じであり、授業のみでなく環境整備にいたるまで

“日本式”が行き届いていることが伺えた。また、同校では地域の子どもを対象にしたスポーツ教室を実施して

おり、在籍生徒以外の子どもへの支援という役割も担っているため、小田さんを中心に様々な競技の指導を他の

教員と行っているようだ。（湯浅郁也） 

［ 8／1 (木) ］  

⑫ヤシレタダム湖隣接地域総合開発調査プロジェクト／ダム取水口 
 

ヤシレタダムに着くと、ダムとは思えない広さの湖が広がっていた。ここで行っているプロジェクトは、ダム

湖の水資源を活用した総合的な農業開発計画への調査プロジェク

トだった。このプロジェクトには、膨大な時間がかかっており、計

画的に進める難しさを感じた。ダムの建設では、当初から灌漑計画

を見越して水門も作られていたが、その活用に至るまでには多くの

時間を費やしていた。この計画が実行されることでパラグアイの経

済が発展し、電力の使い方や土地の利用方法が変わってくることは

良いことだと思った。しかし、それに伴って、環境の問題も共に考

えていかなければならないことも学んだ。土地を開拓するというこ
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とは、そこに住む生態系が崩れてしまうことも考えられる。経済と環境のバランスを考えることが必要だ。日本

でも同様なことは考えられる。持続可能な開発について考えるきっかけとなり、さまざまな視点をもって物事に

取り組むことの大切さを学んだ。（金尾亜生子） 

［ 8／2 (金) ］  

⑬ピラポ入植59周年記念慰霊祭、祝賀会＋⑭ピラポ日本人会、移住史

料館、日系スーパー／ピラポ移住地 
 

慰霊祭の追悼の言葉を聞きながら、移住の歴史に触れることがで

きた。虫除けのために顔に石油を塗り、不眠不休で原生林を開拓す

る毎日、農業生産が軌道に乗るまでの苦しい資金繰り、劇的な環境

の変化を乗り越えた先人の精神力に、ただただ畏敬の念を抱くばか

りだった。移住史料館では、移住してからの人々の生活を知ること

ができた。盆踊りやすもう大会、運動会などの地域行事が盛んに行

われており、日本の文化の継承に力を入れている様子が見られた。

現在日本では、地域の力が弱まり、地域行事も縮小傾向にあるが、

ピラポでは日本以上に日本の文化や日本人同士のつながりが大切にされているように思えた。日系スーパーは、

日本の調味料や日系農家の方が作った米、手作りの豆腐、漬け物など、日本のスーパーと変わらない品揃え。

雑誌も数ヶ月前のものが売られていた。パラグアイに、このようなしっかりとした日系社会が形成されている

ことに驚かされると同時に、移住者の方の日本人としての誇りや思いを感じた。（狩山智美） 

［ 8／3 (土) ］  

⑮ピラポ幼稚園＋⑯ピラポ日本語学校／日系社会青年海外協力隊活動

（青少年活動） 
 

ピラポ移住地に入ると、日本語の看板がついたスーパーがあったり、日本食を扱う飲食店があったりと街の

雰囲気がガラリと変わった。幼稚園では、園児たちが朝の会で日本語の歌を歌ったり、日本でも人気のある「パ

プリカ」のダンスをしたりと、日本語学校では、授業のあいさつがあったり、運動会などの行事があったりと、

今の日本の学校と似ているところが多かった。ここには、「日本の伝統を残したい。」というピラポの方たちの

思いが感じられた。教員不足の中、「人が変わっても子どもたちに同じ教育を受けさせられるように。」と青年

海外協力隊の澤田さんのもと、指導計画を立てることや、パラグア

イ全土で日本語のスピーチコンテストを開催し、子どもたちの日本

語技術を高めることなど様々な工夫がされていた。日本語学校の子

どもたちは、よく日本について知っており、私たちの授業を、目を

輝かせて受けていた。私が「またね。」と言うと一人の男の子が「先

生、今度はぼくが日本に行くよ。」と嬉しそうに答えていた。彼らが

日本に来てがっかりしないよう、日本を誇らしく思える人を増やし

ていきたいと思った。（佐々木恵） 

［ 8／3 (土) ］  

⑰日系農家ホームビジット 
 

日系農家を訪れるにあたり、「幸せ」や「豊かさ」という私自身の価値観が揺さぶられた。穏やかな時間が

流れていた。見渡す限り一面に広がる小麦や菜花の畑に驚いた。ご自宅を訪れると、庭には多種多様な果物や

野菜がなり、にわとりもいて日本では想像もつかない広さであった。そこでのびのびと遊びまわっている子ど
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もたちを見て、幸せの原点を見たような気持ちになった。自分の担

任している児童は、ゲームや動画鑑賞、夜遅くまでスマートフォン

で電話をしている。早くから大人と似た環境に置かれ、本来の子ど

もらしさが失われているように感じた。電子機器でいつでも友達と

簡単に話すことができるようになり、人と簡単に繋がることができ

るようになった社会では、実際に人と会って話すなど直接的な体験

をする機会をより大切にしていかないと本来の人との関わりが薄れ

てしまうと学んだ。身のまわりの自然を使って自分たちで遊び方を

考える子どもたちの楽しそうな笑顔が忘れられない。（柴田英子） 

［ 8／4 (日) ］  

⑱ビジャリカ市内見学・教材収集（まち歩き、屋台・スーパー）
 

ビジャリカ市内見学において印象的であったのは、市役所やバ

スターミナル、小規模だがサッカースタジアムまでもあるにもか

かわらず、どこかゆったりとした時間が流れる場所であることだ。

それは訪問したのがちょうど日曜（安息日）であったからかもし

れない。このビジャリカだが、市場でテレレに使う薬草を売る屋

台やスーパーマーケットもあちらこちらにあり、小規模ながら都

市としての機能を十分に備えている印象を受けた。スーパーマー

ケットで教材収集を試みたが、実際に売られているものの多くが

中国やブラジルからの輸入品のようだった。街中では荷物を運ぶ小さな馬車がちらほらみられ、ここでも日本

における街のイメージとは異なるのどかな風景が広がっていた。また、昼食で訪れたレストランでは、ドイツ

系の観光客らしき団体と遭遇した。ここビジャリカはドイツの開発がはいっているとのことだが、様々な国か

らの開発援助を受けるパラグアイを垣間見る事のできた市内見学であった。（湯浅郁也） 

［ 8／5 (月) ］  

⑲ロマ・ピンド保健ポスト／青年海外協力隊活動（看護師） 
 

ロマ・ピンド保健ポストは、日雇い労働者が多い周辺地域の約2,500人にとって簡単に通えるポスト（病院）

をつくるという目的で約 10 年前に建設された。ポスト内は青年海外協力隊として活動する宮原さんがつくっ

たかわいい掲示物やたくさんの資料が貼られており、あたたかい雰囲気を感じられた。また、電子カルテが導

入され、乳幼児の栄養を補うミルクが備蓄されるなど、医療環境が向上しつつある。一方で、治療や診察に必

要な薬や機材は十分とはいえず、患者に薬を渡すことができないこ

ともあると聞き、途上国における医療の現状を知ることができた。

宮原さんが行う予防医療の啓発活動の一環としての学校での栄養指

導の授業や、患者の家庭を訪問した。小学校での栄養指導では、児

童が１日の食事でパスタやマンジョオカといった炭水化物を多く摂

取し、野菜をほとんど食べていないことを知り、驚いた。家庭訪問

先では、宮原さんが患者さんと楽しそうに話をしており、地域にと

けこんで活動していることが伝わってきた。（村瀬泰広） 

［ 8／5 (月) ］  

⑳プロフェソル・ペドロ・アギレラ第47小学校／青年海外協力隊活動

（小学校教育） 
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プロフェソル・ペドロ・アギレラ第 47 小学校では、青年海外協力隊の比良友美さんに現地での活動の様子

を聞いた後に、４年生と６年生の２クラスに分かれて授業見学・交流を行った。比良さんは、主に算数科の指

導のサポートをしていて、日本で使用している指導書の代わりとなるMaParaと呼ばれる指導書の活用・作成、

改定を行っていた。この小学校にとっては、５人目の青年海外協力隊ということもあり、算数の学習の進め方

は、非常に日本のやり方に近いものがあった。算数科の学習を行う

上でMaParaがとても効果的だと感じた。４年生のクラスでは、始め

に割り算の復習を１人ずつ行い、次に３人１組のグループとなって、

割り算の問題を考え、考え方をグループの代表が発表していた。授

業の途中で、ミルクタイムといって、クラスの子どもにミルクを支

給する時間があった。売店に行き、お菓子を買う子どもたちもいた。

売店には、バナナやりんごといった果物が安く売っていたが子ども

たちには、人気がないらしい。日本にはない楽しいひと時だった。

（長谷川義洋） 

［ 8／6 (火) ］  

ニャンドゥティ（伝統工芸）見学／作家のホームビジット 
 

ニャンドゥティとは、パラグアイの先住民族の言葉で「蜘蛛の

巣」を意味している。カラフルな糸を手で編んで刺繍をしていく。

研修では、クリスティーナさん宅にある、地域の方が作られたニ

ャンドゥティが集められた工房にお邪魔した。クリスティーナさ

んのお母さんは現在80歳で、細い糸でニャンドゥティを作る唯一

の方だという。ニャンドゥティの作り方は、パラグアイの人達に

受け継がれているが、細い糸で作るのは難しく、時間もかかるた

め、後継者がいないという。クリスティーナさんのお母さんが作

るところを見せてくれたが、細い糸に細い糸を掛けながら縫い進められていた。とても細かい作業だった。パ

ラグアイの学校訪問では、中学生がニャンドゥティを編んでいる様子を見た。細い糸ではないが、伝統工芸が

大切にされ、受け継がれていることを知った。日本の伝統工芸も、担い手がいないとよく聞く。自分ができる

ことは何かと考えた。身近なところでは、工芸ではないが、折り紙で鶴を折ったり、日本の昔の遊びをしたり

して子ども達に伝えていくことが、日本の文化を伝え、守るというところでできることではないか、と思った。

（宮嶋いずみ） 

 

［ 8／6 (火) ］  

カテウラ地区見学＋サンタ･ロサ・デ･リマ小学校／JuvenSur（現地

NGO）＆ミタイ・ミタクニャイ子ども基金
 

「今の現状を見て、胸に受け止めてほしい。」サンタ・ロサ・デ・リマ小学校の校長先生のこの言葉とカテ

ウラの景色が今も心に残っている。パラグアイ中のごみが運ばれて

くるカテウラ地区には、遠くから見てもわかる大きなごみ山がある。

埋立地で暮らす人たちの家は、屋根が鉄でできており、「昼は暑くて

夜は寒い。ここで暮らす人たちは心が休まるときがないため、日中

だけでも休もうと努めている。」とアテンド案内してくれた NIHON 

GAKKOの先生が言っていた。この地域のために自分に何ができるの

か、と考えれば考えるほど、僕は無力感を覚えた。ここで暮らす子

どもたちが通うサンタ・ロサ・デ・リマ小学校は、４月に１ｍ50㎝
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Ⅲ．現地研修の様子と受講者の学び 

程まで浸水したため今は休学中であった。公立の学校でありながら、国の支援を受けておらず、外部やNGOな

どの組織から支援を受けているそうだ。校長先生は、「劣悪な環境だからこそ、子どもたちに優しく平等に愛

をもって接することにより、笑顔を引き出していきたい。」と強く語っていた。（青山将太朗） 

［ 8／6 (火) ］  

JICAパラグアイ事務所報告会＋JICA事務所関係者・専門家・JICA海

外協力隊との懇親会／アルパ・ロガ
 

 JICA パラグアイ事務所にて報告会を行った。この研修におい

て自分の価値観に変化を与えたものや、研修を今後どのように活

用するのかについて10人の受講者それぞれの思いを述べた。パラ

グアイ事務所の米崎所長は「国際社会では、国それぞれが持って

いる強みと弱みの相互補完が大切だ」と話した。例えば、日系 3

世の人は日本人とパラグアイ人の両方の良いアイデンティティを

持った人材であり、国際的な人材として活躍するヒントになるの

ではないかとのことだ。世界にあるたくさんの国々が協力し合え

る未来を創る一歩として、私は教育によって子どもたちに国際協力や多文化共生の種を蒔いていきたいと改め

て感じた。懇親会ではJICAパラグアイ事務所の方々をはじめ、SENAVEの専門家の方々、青年海外協力隊の方々

と共にアサードなどのパラグアイ料理を食べながら有意義な時間を過ごした。パラグアイの地で得た経験と新

しいつながりに感謝し、今後は日本の児童、生徒たちと時間をかけて共有していきたい。（横井美月） 

［ 7／31 (水) ・8／6 (火)・8／7 (水)］  

アスンシオン市内見学・教材収集（⑨文房具店・本屋・スーパー、 

マーケット、 民族衣装店・Ｔシャツ店・民芸品店） 
 

アスンシオン市内にあるショッピングモールの文房具店・本屋で買

い物をした。文具店では、表と裏でデザインが異なるパラグアイの国

旗、世界地図、パラグアイ全土の地図、ぬりえ、現地で使用されてい

るワークなどをそれぞれが購入した。日本が中心に描かれていない世

界地図が新鮮だった。本屋では、英語で訳された日本の漫画、絵本な

どを購入した。スーパーマーケットでは、お菓子を中心にお土産・教

材を買った。また、パラグアイ人が好むテレレやマテの元素となる茶

葉を購入した。スーパーマーケット内では、写真撮影がNGだったた

め、もの珍しい商品や物の値段、気付いたことをマナビノートにメモした。８月６日のマルシェでは、チアシー

ドやナッツ類を購入し、マルシェ内で昼食をとった。ホットドックとやきとりのような串物を各自で購入して食

べた。８月７日の民芸衣装店では、パラグアイの民族衣装といわれるアオポイを各自それぞれ購入した。デザイ

ンも多種多様だったので、各自お気に入りの服を楽しそうに探していた。（長谷川義洋） 
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Ⅳ．帰国後の報告［現地研修報告書］

● 青山 将太朗

僕は、「慣れ親しんだ児童たちから離れ、意識の高い同年代

の仲間たちと共に生活し活動をする中で、児童との接し方や

教材の開発をもう一度学び直したい」と考え、この研修を希

望した。現地研修を共にした仲間やパラグアイで活躍する日

本人・日系人の方、そして現地で出会った子どもたちや先生

たちとの出会いから、教育に対し様々な考えを感じ、学ぶこ

とができた。多種多様な立場や考えで教育を捉えようとする

ことで、改めて「人とのつながり」の大切さに気付くことが

できたようにも思える。授業実践では、パラグアイの小学校

の先生とのつながりを通して、パラグアイと日本の子どもた

ちをつなぎ、世界とのつながりを実感できるようにしていき

たい。また、僕が現地で見たこと・感じたことを子どもたち

や同僚、地域の方々に伝えられるようにしていきたい。この

研修での出会いや学びは、僕にとって一生忘れることができ

ない財産となった。 

● 金尾 亜生子

現地の様子、状況を知りたい、そこに住む人々の生の声を

聞きたい、生活を感じたい。これがこの研修に参加した私の

一番の目的だった。国際理解教育に携わる機会が多かった私

は、今まで子どもたちと共に世界の現状について考えてきた。

しかし、現場を見たことのない私には、限界も感じていた。

今回この研修に参加したことで、現地で体験することでしか

得られない学び、自分の価値観の変化を感じることができた。

今回の研修で、パラグアイと日本のつながりやパラグアイで

活躍する日本人、価値観の違い、豊かさとは何かなど、多く

の学びを得た。日本人移住地を訪れることで、日本人として

大切にすべきことは何かを考えさせられた。パラグアイに行

くことで、日本を外から見ることができ、日本のよさや課題

についても考えることができた。この学びを、これから授業

を通して子どもたちに伝えていきたい。また、人と人とのつ

ながりの大切さも子どもたちに伝えていきたい。 

● 狩山 智美

昨年度、子どもから出された「なぜ不景気な日本が税金を使

って国際協力をするのか」という質問。知識として「同じ地球

に生きるものとして支え合う」などと言いつつも、教師である

自分自身に納得のいく答えがない事に気付かされた。そこで、

実際に開発途上国を訪問し、その現状や国際協力の現場、日本

との関係について見聞し、自分自身の理解や考えを深めたいと

考え、本研修に参加した。研修を通して、私は、国際協力の現

場で活躍する方たちの生の声を聞くことができた。また、パラ

グアイの人、文化、歴史、社会に触れ、日本という国と世界を

改めて見つめ直すことができた。さらに、これまでの自分の考

えが、無意識のうちに日本を基準にした視野の狭いものであっ

たことにも気付かされた。「世界の中に日本がある」という考

えが、自分の中で実感を伴って確立されたことは大きな成果で

ある。この考えを基に、授業実践に取り組み、人類共通の課題

について、子どもと共に考えていきたい。 

● 佐々木 恵

私の現地研修での目的は、本物を見て自分が感じ考えたこ

とを、職場の仲間や子どもたちに伝え、還元していくことで

あった。今までの授業の中で、様々な日本の人が世界で活躍

していることや日本から世界へ色々なものを輸出したり、世

界各国からたくさんのものを輸入したりしていることなど、

日本と世界とのつながりについて取り上げてきた。しかし子

どもたちに上手く伝えられず、どこか他人事のような内容で

終わってしまうことが多かった。今回の現地研修では、実際

に青年海外協力隊の方などの話を聞いたり、活動する様子を

見たりして、具体的にどのように活躍しているのかだけでは

なく、どんな思いで活動しているのか、また日本人の活動に

対して現地の人はどんな気持ちでいるのかを知ることができ

た。教科書や本などから得ることは難しい「生」の声を知る

ことができたのは大きな収穫であった。職場には教材共有や

授業提案を行い、子どもたちには学年に合う内容を精選し、

授業を行っていきたい。 

● 柴田 英子

この研修に参加した目的は、日本に生まれたことに感謝し誇

りを持ち、自国のみならず、他国のために何ができるかを考え、

実践する児童を育てるための手がかりを得ることである。その

達成度は、100％以上であり日本では決して手に入れることが

できない期待以上のものを得ることができた。貧困を解決しよ

うと活躍する日本人や現地の人の子どもの笑顔を守りたいと

いうあつい思い、自分の強みを最大限に活かして諦めずに取り

組む姿は、日本の児童の心を揺さぶることであろう。この研修

に参加したことで、日本の児童にパラグアイで出会った人の生

の声を届けることができる。また、今までの青年海外協力隊の

活躍や、JICAの長年に渡る誠実な取り組みで得た信頼、先代の

努力や苦労の賜物があるからこそ、見ず知らずの私たちでも踊

りや手紙など盛大に歓迎してもらえた。私も同じ日本人として

その信頼を決して崩してはならないという強い思いにかられ

ると同時に、パラグアイの人たちから日本人のよさを学ぶこと

ができた。このように自分自身が学んだことを手がかりとして

授業実践に取り組んでいきたい。 

※現地研修の「研修報告書」を一部編集して掲載した。
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Ⅳ．帰国後の報告［現地研修の研修報告書］ 

● 長谷川 義洋

世界は広い。私たちが住む地球には、幾つもの国があり、

多種多様な人々が生活している。これからの未来、多様な価

値観を認め合い、人と人がつながり、国と国がつながってい

くことが必要不可欠である。日本で生まれ、日本で暮らす子

どもたちは、家があること、学校に行くこと、おいしい食べ

物を食べることなど、今生活しているこの状況が当たり前だ

と思っている。海を渡れば、環境・文化・考え方・生き方が

異なる様々な人がいることを伝えたい。そして、自分を見つ

め、他者を見つめ、誰もが楽しく生活できる方法を考えてい

きたい。自ら地球の反対側に位置するパラグアイに行き、青

年海外協力隊の方が活躍する現地の学校やピラポ移住地、カ

テウラ地区を訪れたことで、パラグアイで暮らす人々の様子

や日本とのつながりを具体的に知ることができた。実際にパ

ラグアイで２週間過ごしたからこそ、様々な視点からパラグ

アイの良さや日本の良さに気付くことができ、大変有意義な

研修となった。 

● 宮嶋 いずみ

現地海外研修に参加した目的は、海外に行くことにより、自

分の視野を広げ、価値観を見直すこと。そして、その経験を生

かして国際理解の授業を行い、児童に世界に興味をもつきっか

けをつくりたいと考えたからだ。研修での10日間は、毎日学

び、考えることが多く、とても充実した毎日だった。研修で学

んだことは、世界には、多くの日本人が活躍しているというこ

と。そして、世界と日本はつながり、共生しているということ。

世界と日本はつながっていることを児童は知っていると思う

が、目で見て学び、感じたからこそ伝えることができることが

多くある。共に考えたいことが、たくさんある。また、研修で

話を伺った方々は、とてもパワフルで、やりたいことのために

邁進し、生き生きしていた。やりたいことを見付け、ワクワク

しながら生きることができる子どもを教育でどう育てていけ

るか、考えさせられた。この研修を通して、自分自身の教育観

について見直すことができた。研修で得たこと、感じたことを

形にし、子ども達に伝えていきたい。 

● 村瀬 泰広

日本の食料自給率は約40％と、他の国の力なしに今の日本

の暮らしは成り立たない。それは食に関することだけでなく、

高齢化や人口減少が進むなかで、さまざまな分野で外国人が

労働力となり、日本を支えている方が増えてきている点でも

いえる。そんな外国とのかかわりを避けては通れない時代だ

からこそ、自分とは異なる見方、考え方、価値観に触れたい

と思った。パラグアイでは、たくさんの気づきや発見がをす

ることができた。そして、現地で活動されている技術協力プ

ロジェクトの専門家の滝本さんの「外国に来るということは、

自分がマイノリティーになる。その立場になって気付くこと

もある。日本（自分）が標準ではない。」という言葉は心に残

るとともに、国際理解教育を進める上で自分にとって大切に

したい言葉となった。また、たくさんの魅力的な人に出会え

たことは、とてもよい刺激となった。今後、この研修を通し

て得たものを目の前の子どもたちに還元すべく国際理解教育

を進めていきたい。 

● 湯浅 郁也

本研修において自身が持つ目的は、生徒と共に多文化共生

について考えることのできる教材の開発である。この目的を

達成するにあたり、現地で収集した資料をもとにした“問い”

からはじまる授業実践を行う。具体的には、多文化共生を題

材とする非定型の“問い”に対して、生徒が他者と異なる考

えや共通する考えに触れることをねらいとする。本授業実践

での“問い”に対する答えはひとつではなく、それゆえに生

徒は互いの多様な考えに触れることとなる。そして、生徒は

両国が共通して持つ諸問題について協同的に考えることで多

文化共生についての理解を深めていく。題材は現地で収集し

た人々の暮らしに関する視覚資料に加えて、日系の人々の活

躍についても扱う。本研修の経験を活かした授業実践を通し

て、生徒が互いに持つ多様な考えに触れ、内発的な問題意識

を喚起するきっかけとなる授業実践の検討は、国際理解教育

の推進に貢献できると考える。 

● 横井 美月

日本や世界が抱えている問題を「自分のこと」として自分

自身が捉えられるようになること、そして生徒たちもそう捉

えられる働きかけができるようになることが私の目標である。

テレビやインターネットから様々な情報が手に入るが、それ

が自分も関わっている問題だと考えているとは私自身言い難

い。しかし、人は社会に所属していて、その社会は多くの社

会と関わっている。例えば、国際社会との関係が途絶えてし

まったら、資源や食べ物を他国に頼っている私たちの生活は

困難なものになるだろう。では、そうならないためにはどん

な社会が良いだろうか。研修では、多角的にパラグアイを知

ることができ、お互いに向き合うべき課題や日本が学ぶべき

視点に気付くことができた。生徒にとって、知っている人が

見た世界は身近なものとなる。世界の今を、日本の今を、じ

っくりと生徒たちと共有し、「自分たちのこと」として考えた

い。また、パラグアイで意志を持って活躍している方々と生

徒たちを繋ぎ、自分のキャリアとも向き合えるような授業実

践も行いたい。

 

 

 

 

● 青山 将太朗

「肯定的に出会うことが大切だ」ということは、事前研修や

開発教育指導者研修でもずっと言われ続けてきた。だから当然
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Ⅳ．帰国後の報告［現地研修報告書］

できると思っていたが、これがなかなか初めは難しかった。未

知の食べ物や日本にはない風習・文化と出会うと躊躇してしま

う自分がいた。しかし、２週間の滞在を経て、人や自然とのつ

ながりを大切にするパラグアイの生活がとても魅力的に感じ

るようになった。家族や地域の方と笑顔で交流し、テレレを飲

みながら談笑する。世の中でいちばん大切なものは友達だと考

える。自然は雄大で、さらにパラグアイは時間がゆったりと流

れているようにも感じた。子どもも大人もみんなのびのびとし

ている。それらから、日本には無い豊かさをパラグアイで感じ

ることができた。これらの文化がパラグアイ人の温かさにつな

がっているのではないかと思う。身をもって肯定的に出会うこ

との難しさと楽しさを知った研修となった。 

● 金尾 亜生子

パラグアイの人は私たちに対して、いつも笑顔で迎え入れ

てくれた。それが、異国の地で慣れない私にとっては安心感

につながった。パラグアイの人の穏やかさ、温かさ、愛を大

切にした人柄に癒やされ、大切にすべきものは何かというこ

とを考えさせられた。人とのつながりを大切にすること、愛

をもって接することをパラグアイの人から教わった。また、

訪問した諸学校では、教育制度の違いを目の当たりにした。

日本の教育のよさも再確認できた。だからといって日本の教

育そのものをパラグアイの学校に導入するのは違う。青年海

外協力隊の方々も相手の立場に立ち、パラグアイの人たちが

自立して教育を行うにはどうしたらいいかという立場で活動

されていたのが印象的だった。その土地にあった方法を考え

ることの重要さを知った。この研修では、多くの人との出会

いがあった。この出会いに感謝するとともに、人と人とのつ

ながりを大切にしていきたいと感じた。 

● 狩山 智美

パラグアイと日本では時間の捉え方や仕事に対する考え方

が違った。「パラグアイ時間」という言葉があるように、パラ

グアイではとにかく時間が穏やかに流れていたように思う。

訪問した学校では、どこも時計がずれたり止まったりしてい

たが、おそらく必要ないのだろう。それでも終わりの時間は

きっちりと守り、先生たちも残業は一切しない。仕事よりも

家族との時間を大事にする。ふと、自分の仕事での時間の使

い方を振り返ってみた。丁寧さとスピードを追求する毎日で、

いかに無駄なく仕事をこなすかを考えている。完成度を上げ

るためには残業もする。その働き方にやりがいも感じるが、

子どもとゆっくり語り合ったり、遊んだりする時間はほとん

どもてていない。パラグアイで暮らす人たちが、人との関わ

りや人と過ごす時間を大切にし、温かい言葉を掛け合う様子

を見て、豊かな人間関係を築くには穏やかなゆとりある時間

も必要なのではないかと感じた。 

● 佐々木 恵

どの訪問先でも、「来てくれて、ありがとう！」と盛大な歓

迎を受け、とても嬉しかったことが一番印象に残っている。

中でも、「オラ！」という挨拶は魔法の言葉であった。パラグ

アイの人たちは、初めて会った瞬間にとても眩しい笑顔で「オ

ラ！」と声をかけてくれ、私も自然と笑顔になり心が温かく

なった。初日はなかなか自分から「オラ！」と声をかけるこ

とができなかったが、段々と自分から言いたくなり声をかけ

られるようになった。すると挨拶だけではなく、自分のこと

を話してくれたり、得意なものを見せてくれたりと言葉が通

じなくても、なんとか私と意思疎通をしようと努力してくれ

る人が増えた。私が肯定的に出会うというより、パラグアイ

の人たちが私に肯定的に出会ってくれたように感じ嬉しかっ

た。「相手を知りたい。」という気持ちを行動として表すこと

が肯定的に出会うということなんだと改めて感じ、これから

は私も相手を知りたいという気持ちを大切にし、子どもたち

にもこの大切さを共有していきたい。 

● 柴田 英子

肯定的に出会うことの大切さに気づかされた。開発途上国に

行く前は、偏見は持たないようにしようとしていても、心の片

隅に教育や生活において日本の体制の方がよいのではないか

という気持ちがあった。しかし、この研修を通してどちらの国

の方がよいという考え方が、それぞれの国にそれぞれの良さが

あるのだという考え方に変わった。そして、物事を考えるとき

に自分の中でどちらがより優れているか、優劣をつけるくせが

あることに気づかされた。どちらの方が良いかではなく、それ

ぞれのどこが良いかという考え方が重要であると学んだ。それ

ぞれの国の違いを見つけ、肯定的に捉えることで新たな道が開

くことができるのだと実感した。今回、パラグアイと日本の小

学校の違いの１つに、「日本は評価される機会が多いので自分

はできないと自覚する機会が多く、自己肯定感が低い」という

話を聞いた。日本の児童の自己肯定感を上げるために、評価し

た後のフォローがいかに大切かを学んだ。 

● 長谷川 義洋

正直、パラグアイという国の位置さえ知らないという恥ず

かしい状況からのスタートだった。そこからパラグアイの概

要（位置・国旗・人口・言語・国土・食生活）を知った。ピ

ラポ移住地を訪れ、日系１世の人たちから話を聞いた。59年

前に日本からパラグアイに移住して、原生林を切り倒し、家

を作り、学校を作り、今の生活を築きあげたとのことだった。

ピラポを訪れ、建物を目の当たりにしてもその過程が信じら

れなかったと同時に、日本人を心から誇りに思った。パラグ

アイのカテウラ地区には大きなごみ集積場がある。ごみ集積

場の近くで生活する人々がいる。少し滞在しただけでも気持

ちが悪くなるような腐敗臭が漂っているが、そこに多くの

人々が暮らしている。日本と違い、目に見えて貧富の差を感

じさせられた瞬間だ。研修中は、「肯定的に出会う」というこ

とを強く意識していたのだが、唯一心がモヤモヤとした。自

分には、一体何ができるのだろうか。草の根レベルでもいい

から、何か行動していくことが大切だなと思った。 

● 宮嶋 いずみ

パラグアイでは、日本と違うことが様々にあった。そのどれ

もが、自分にとって新鮮な発見であったし、日本の標準が当た

り前でないことを再認識させてくれた。特に印象的だったこと

は、学校の教材や施設にあるものの多くがリサイクルしたもの

で作られているということ。何でもお金で買うということでは

なく、身近な物を利用することにパラグアイのよさを感じた。

自分にはリサイクルしたもので教材を作るというアイデアは



 

24
 

Ⅳ．帰国後の報告［現地研修の研修報告書］ 

乏しかった。日本でも、身の回りにあるものをもっと有効活用

しようと思った。そして、子ども達にパラグアイでは、学校の

教材がリサイクルでできていること、物を大切に使うことにつ

いて伝えたいと思った。パラグアイに行くことで、パラグアイ

のよさをたくさん発見できたし、日本の良さも改めて知ること

ができた。外国に行かなければ、そのような発見はできない。

自分の価値観を改めて考えさせてくれたパラグアイ、そして、

この研修には感謝の思いでいっぱいだ。 

● 村瀬 泰広

パラグアイと聞いてイメージしていたのは、日本よりも開

発が遅れている、ラテン系で社交的な人が多いといったこと

だった。しかし、実際にパラグアイを訪れてパラグアイの人

たちは、ラテン系の陽気さをあまり感じず、むしろ控えめな

印象を受け、そして人として内面的な豊かさがあり、家族や

仲間を大切にしているようだった。いろいろな場所でパラグ

アイのよさを聞くと、優しさや人とのつながりといった答え

が返ってきて、パラグアイの人々もそういたったことを誇り

にしているように感じた。モノが豊富にあり、便利であるこ

とを無意識に重要視していた自分には新鮮な価値観だった。

研修を通して、いろいろなものに肯定的に出会うということ

を大切にしていたことで、パラグアイという国のよさをたく

さん感じ、体験することができたように思う。今回の研修を

通して、世界にはさまざまな考え方や価値観があり、それら

に肯定的に出会うことの大切さを学ぶことができた。 

● 湯浅 郁也

本研修を通して、訪問国との肯定的な出会いは、自国との

共通点の模索であることを学んだ。また、文化的な相違点が

自身の持つ価値観に変化を与え、新たな価値観となることで

自身が肯定的な捉えができることを経験した。具体的には、2

週間の滞在において“暮らしにおける豊かさ”について考え

る機会が多くあった。とりわけ印象的であったのが、現地実

施の質問紙調査：質問項目「あなたの1日の過ごし方を教え

てください」の回答において「テレレの時間」（お茶を嗜む時

間）を訪問国の人々が毎日の暮らしに取り入れていることで

ある。この“お茶の時間”は、人々の生活を豊かにするひと

時であり、同様の風習は日本においてもみられる。しかし、

現地で実際にテレレを嗜む人の周りには家族や友人などがい

る場合が多い。つまり、お茶とともに会話を楽しんでいるの

である。このように現地での人々の暮らしぶりは、生活を“豊

か”にする要因となる価値観についての検討とともに、他国

の文化との肯定的な出会いの一例であると考える。 

● 横井 美月

現地の方々に一日の生活についてアンケートをしたところ、

「テレレ」という時間があった。テレレとは冷たいマテ茶のこ

とだが、パラグアイでは周りの人とお茶の回し飲みをする文化

がある。要するに、テレレの時間とは、家族や友人と集い、ゆ

っくりと話しながらお茶を楽しむ「団欒の時間」ということだ。

家族との時間を大切にしているパラグアイの方々は、初めて会

う私たちのことも、家族や友人のように接してくれ、肯定的に

受け入れてくれた。まさに団欒の時間のような温かい雰囲気の

中、仕事や生活のことを話してくれ、私たちも様々なことを肯

定的に受け取ることができたと感じる。パラグアイの方々との

時間を思い出しながら、日本での生活を振り返ってみた。家族

や友人とゆっくり過ごす時間を持てているのだろうか。初めて

出会う人やものを温かく受け入れているのだろうか。私たちに

肯定的に出会ってくれたパラグアイの方々から、本当に大切に

すべきものを改めて教えてもらった。

 

 

 

 

● 青山 将太朗

本研修でたくさんの学校に訪問させてもらい、多くの子ど

もたちと接することができた。サン・エリンケ・デ・オソ小

学校の歓迎セレモニーで僕たちを見る子どもの緊張と喜びに

溢れた顔。算数の引き算の方法が納得できた時のハッとした

顔。ピラポ日本語学校で、大縄跳びが跳べた時の嬉しそうな

顔。日本でもパラグアイでも、学校での子どもの表情は変わ

らないと感じた。パラグアイのように、子どもたちが学校を

生き生きと楽しむためにも教師の働きが大事になると考える。

子どもたちの「知りたい・やってみたい」という知的好奇心

を刺激し、学ぶ楽しさを見出すことができるような発問の工

夫・教材の開発。１人１人の細かな表情の変化を察知し、傍

に寄り添い、支える支援。パラグアイ研修を経て、未来を担

う子どもたちを預かる責任感とやりがいを再確認することが

できた。目の前の子どもたちを幸せにできるよう、真摯に子

どもたちに接していきたい。 

● 金尾 亜生子

ピラポ移住地を訪問したことで、日本から遠く離れたパラ

グアイという土地に日本人が移住したことを知った。そこで

は、パラグアイのことを大切にしつつ、日本人としての誇り

や礼儀・マナーも大切にしていることを学んだ。二世、三世

の人たちにも日本の言葉や文化を継承していきたいという思

いが伝わってきた。今日本に住んでいる日本人は日本人のよ

さをどれくらい自覚しているだろうか。日本を外から見るこ

とで、私自身改めて日本人として大切にしていくことは何か

を考えさせられた。また、パラグアイで活躍する日本人との

出会いを通して、パラグアイと日本のつながりを感じ、どの

人も両国にとってよいことは何かを考えて活動している姿が

印象的だった。学校訪問では、多くの先生方と話す機会を与

えてもらったが、愛をもって子どもたちに接すること、社会

に出て活躍する子どもになって欲しいという願いなど、子ど
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もに対する思いには共通するものを感じた。 

● 狩山 智美

パラグアイにいながら、日本人の勤勉さ、日本の技術の高

さを感じることが多かった。パラグアイにおける日本人の経

済的影響力は高い。日本からの移住者が過酷な環境下で原生

林を開拓し、豊かな穀倉地帯を拓いたという実績から、「日本

人は真面目で勤勉である」と大きな信用を得ている。また、

移住者が始めた大豆栽培やゴマ栽培が、今のパラグアイの農

業を支え、それまで野菜を摂取しなかったパラグアイ人の食

生活の改善にも貢献している。日本人のアイデンティティや

実績が、パラグアイという場所で時間を経ても存在している

こと、パラグアイ社会に根付き、影響を与えているというこ

とに、日本とのつながりを感じた。ただ、国際協力において

日本は「与えている」という意識をもちがちであるが、日本

も他国に依存しているということは忘れてはならないし、支

援することで日本の評価を上げているという点も子どもにも

きちんと伝えていきたいと思う。 

● 佐々木 恵

パラグアイを始めとする、様々な国で栽培される食物に日

本の食卓が大きく助けられているということについて改めて

考えさせられた。一方的にパラグアイに日本が頼っているの

ではなく、日本は農業技術を提供したり、共にゴマの研究を

行ったりして、お互いに助け合っていることを知った。得意

なこと・不得意なことを出し合い助け合う姿は、学級の中と

同じようにも感じた。教育については、日本の規律が評価さ

れ、日本を目指したいと思われていることに誇りを感じた。

しかし、今までのパラグアイで培われてきた教育習慣を変え

ることは簡単なことではない。これは、日本の教育でも同じ

ことが言える。変えるという行動には、大きな労力と時間が

必要である。それでも「変えたい」と思い行動する背景には、

先生たちの「子どもたちに、よりよい教育を」という大きな

気持ちがあった。私自身、日々の業務に追われることが多く、

今までの授業のやり方を見直す時間がなかなか取れないこと

もある。今回の研修を受け、もう一度「子どもたちのために。」

という原点に戻って授業をしていきたいと思った。 

● 柴田 英子

パラグアイと日本のつながりを強く感じたのは、日本の低い

食料自給率とパラグアイの高い自給率を知り、互いに支えあっ

ていることを学んだときだ。日本が世界とのつながりが無くな

ってしまったら、今の食の豊かさを保つことはできない。そし

て、SENAVE 研究所に派遣されている専門家の滝本さんや白沢

商工株式会社の白沢社長からの話を聞き、その取り組みがパラ

グアイのごまの輸出を通して貧困の解決につながっていると

学んだ。そして、白沢社長の「難しいと思うから挑戦する、３％

の可能性があれば十分だ」というチャレンジ精神や粘り強く取

り組む姿勢は、誰にとっても手本となると思った。また、ピラ

ポ日本語学校では、児童の日本語力に驚いた。日系２世、３世

へと時が流れても日本語をはじめとする日本文化が受け継が

れているのは、現地の先生方の活躍のおかげである。初めて訪

れた土地で日本文化を見ることができたのは、非常に嬉しく思

うと同時に、核家族化が進む日本でも同じように日本文化の継

承には努力が必要である。その上で他国の文化に肯定的に出会

えるよう児童に働きかけていきたい。 

● 長谷川 義洋

日本とパラグアイ。飛行機を乗り継いで、片道２日。こん

なに遠いのに、こんなに心と心の距離が近い国は、あるのだ

ろうか。パラグアイに魅力を感じる部分の１つだ。青年海外

協力隊の片桐さんのサン・エンリケ・デ・オソ小学校におい

て熱烈な歓迎を受けた。日本人というだけで、パラグアイの

人々は、心を開いてくれるような気がした。パラグアイの子

どもたちは、基本的にシャイな子が多い。初めての日本人に

対して照れながらも握手を求めに来る子どもたちがいた。日

本の子どもと似ている部分がたくさんあった。白沢商工株式

会社を訪ねて、ゴマ生産工場を見学した。小規模農業に適し

ているゴマの栽培。そこに注目してゴマの生産に尽力する白

沢社長と話をした。ゴマの栽培は、貧困対策の面でも欠かせ

ないものとなっている。ゴマの安全性を保持するために、技

術協力をしている SENAVE 研究所に派遣されている専門家の

滝本さんは、日本とパラグアイを密接につないでいる。日本

で売られているゴマに対してのイメージが180度変わった。 

● 宮嶋 いずみ

パラグアイへ行って感じたことは、人の温かさである。ど

の訪問先へ行っても、パラグアイの人は、温かく迎え入れて

くれ、惜しみなく訪問先のことについて教えてくれたり、施

設を見せてくれたりした。日本でも、お客様が来たら、温か

く迎え入れ、おもてなしをする。習慣や文化が違っても、も

っている感情は同じだから、言葉が違ったとしても気持ちを

想像することができるし、通じ合うことができる。そんなと

ころに、人と人との同一性を感じた。また、パラグアイには、

多くの JICA の職員の方や隊員の方が使命をもって活動して

いる。どの方もパラグアイでやりたいことへの思いは熱く、

話に引き込まれた。そんな話をされるJICAの方は、輝いて見

えた。遠く離れたパラグアイで、日本人がパラグアイの人と

共に努力される姿に、日本とパラグアイのつながりを感じた。 

● 村瀬 泰広

まず、パラグアイと日本のつながりを感じたのは、日本人

移住地のピラポを訪問し、日本とパラグアイの両方の国にル

ーツをもつ日系人の方に、日本へどんな思いや考えをもって

いるのか伺ったときである。日本から遠く離れたパラグアイ

に、日本という国や日本人の血が流れているということに誇

りを感じ、大切にしている人がいるということに胸が熱くな

った。そうした日系人の方によって、パラグアイにおける日

本や日本人のイメージが向上し、今日の良好な関係が築かれ

ているのだと感じた。また、学校現場では、日本の指導法や

システムのよいところを取り入れている学校が広がっている。

パラグアイの先生たちが、目の前の子どもたちのことを思い、

よりよい教育が行えるようにと考えていた。その姿は、日本

の先生たちと同じだと思う。この研修で得たり、感じたりし

たことを子どもたちに伝え広めることで、両国の関係がさら

に深まっていってほしいと思う。 

● 湯浅 郁也
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現地での訪問を通し、両国とのつながり及び同一性の理解

という観点において、“人と人とのつながり”について考える

機会を得た。ここでの“つながり”は南米でいうところの“ア

ミーゴ（仲間）”の意味も含めた人間関係全般である。具体的

にはパラグアイで活躍する人々の多くが両国間を超えた“人

と人とのつながり”を強く意識していることである。JICAの

専門家として現地で活動する人々も“自分と他人”という区

別なく他者の問題を自らの問題と捉えることの重要性をうっ

たえていた。それゆえに、それらの取り組みは人と人との“つ

ながり”の中で、現地の人々に受け入れられ、後世に受け継

がれようとしていることが理解できた。また、日本人ならで

はの心配りや、感性に支えられるこれらの日本の行う支援に

ついて次世代を担う子どもたちにも伝える必要性を感じた。 

● 横井 美月

私たちに見慣れたもので溢れるピラポ移住地では、日本と

のつながりや同一性を他の土地よりも強く感じた。そして同

時に、それは多くの日系人の方々の努力の賜物であることが

伝わってきた。移住当時の様子を知ることができる移住史料

館や、国語を学ぶことができる日本語学校は、日本に行った

ことのない日系人の子どもたちにとって、自分自身のルーツ

を知ることができる貴重な場所であり、日本とのつながりを

実感できるものだろう。また、パラグアイを訪れた私にとっ

ては、日本と離れた場所ではあるものの、日本の歴史を改め

て学び、考えるきっかけをくれた場所となった。日本に住ん

でいても、日本は外国の文化や習慣に溢れていて、日本らし

さはあまり感じられなくなってきているように思う。パラグ

アイで大切に引き継がれている日本文化を日本でも同じよう

に一層大切にしていきたい。

 

 

● 青山 将太朗

多くの訪問先で課題に挙がったのが「ごみ問題」であった。

パラグアイでは、分別の文化もなく、街中でもごみが落ちて

いるのを何度も見かけた。青年海外協力隊の諏澤さんもペッ

トボトルやトレイ、トイレットペーパーの芯の回収をし、リ

サイクルに取り組んでいた。カテウラ地区では、処理しきれ

ない量のごみの山があり、たくさんの人がそこで生活をして

いた。このようにパラグアイで、特に問題化されるごみ問題

だが、ごみ処理システムが整っている日本でも同じ問題があ

ると考える。名古屋市の街中でさえ、脇道に入ると、ペット

ボトルやたばこの吸い殻などがポイ捨てされているのを見か

けるからだ。ごみ処理システムが整っていても、ごみを捨て

る自分たちがルールを守らなくてはいけない。また、１人当

たりのごみの排出量が最も多い日本がこの問題に積極的に取

り組まなければならないだろう。身の回りに目を向け、少し

でもごみを出さない・正しく捨てることのできるよう、心が

けていきたい。 

● 金尾 亜生子

SENAVE 研究所の見学で知ったゴマの残留農薬による日本へ

の輸出規制の問題、ロマ・ピントド保健ポストの見学で知った

地域医療の現状、カテウラ地区の見学で知った貧困の現状など、

パラグアイにはまだまだ解決すべき課題がたくさんあること

を知った。そこで感じたのは、教育の重要性だ。SENAVE 研究

所でも、ロマ・ピンド保健ポストでも、現地の人々が知らない

という状況が現状をよくしていないのではないかと思う場面

がいくつかあった。現地の人に知らせること、教育を受けるこ

とで変わることも多いのではないかと感じた。そこには多くの

日本人が活躍していたが、どの方も日本の考え方をそのまま取

り入れるのではなく、パラグアイの人の立場を考えて、パラグ

アイならではの方法で活動に取り組んでいたのが印象的だっ

た。相手の立場に立って考えること、これはどの課題でも共通

に大切なことだと思う。これから子どもたちと考えていく中で

も、この思いを忘れずに取り組んでいきたい。 

● 狩山 智美

貧困・教育・医療・環境・都市計画・日系社会と、訪問先で

は様々な課題が見えた。特に印象的だったのは、ゴミ問題。パ

ラグアイでは道路のあちこちにゴミが落ちていて、ゴミ箱のゴ

ミも分別されていなかった。カテウラ地区ではゴミがどんどん

と運び込まれ、埋め立てられ、ゴミ山となっていた。一方、日

本では分別はされているものの、焼却処分のために二酸化炭素

が大量に排出されていたり、プラスチックの流出による海洋プ

ラスチック問題も起きたりしている。私たちの生活が、見えな

いところで、環境を破壊しているという現実。内容は違うかも

しれないが、パラグアイも日本も課題を抱えている。持続可能

な社会にしていくために、私たちは今後どのように生活し、生

きていくべきなのだろうか。課題にしっかりと目を向け、子ど

もたちと考え、行動していきたいと思う。 

● 佐々木 恵

「ゴミがたくさん落ちていて、子どもたちも大人もゴミの

分別ができない。」と青年海外協力隊の人たちが口を揃えて言

っていた。確かに道端にはたくさんのゴミが落ちており、公

園などのごみ箱には分別がされないまま、ペットボトルなど

が捨てられていた。中でも、衝撃的だったのはカテウラ地区

の様子だ。山のようにゴミが積まれそのまま土に埋められ、

土が痩せていき植物が育たなくなっていた。自然が失われて

いく様子を間近で見て、言葉が出なかった。しかし、このご

み問題はパラグアイだけではなく、世界共通の課題である。

日本でも毎日たくさんのゴミが出し膨大な食品ロスがあり、

あと数年で埋め立て地がいっぱいになると言われている。見

えない所でごみ処理をしていると、この問題に目を背けがち
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になってしまう。もう一度、私たちの生活に無駄なものがな

いか、またゴミを減らす工夫をもっとすることはできないか、

子どもたちと改めて考えたいと思った。 

● 柴田 英子

共通の課題について共に考え・共に越えるという観点から、

今回の訪問を通して学んだことは、人とのつながりを大切に

することで「一人の百歩より百人の一歩」ということに実感

を持てたことだ。青年海外協力隊の比良さんの学校では、比

良さんが現地の先生方と一緒に教材を作ったり、話し合った

りして算数の授業を考えていた。意欲的に授業の改善をして

いく先生方のサポートをしており、自分の任期が終わった後

も続けられる体制作りに力を入れているとのことだった。「関

心が無い人にも共通の課題として解決すべき問題だと思わせ

ることが大事だ」という話が特に心に残った。他国や立場が

異なる状況で様々な課題に取り組もうとしたとき、多くの人

がその課題に向き合えば、それだけ解決に近づくことができ

るだろう。共に考え・共に越えるために、周りの人々と一緒

に取り組んでいきたい。そして、パラグアイであろうと日本

であろうと、国際協力に取り組んでいる全てが現場であると

いう言葉を忘れずに、自分の場所で共通の課題に取り組んで

いきたい。 

● 長谷川 義洋

パラグアイは、日本に比べて不便である。地下鉄はないし、

移動手段の鉄道もない。舗装された道も少なく、自転車で走

るのは難しい。日本では、どこでも見かけるコンビニや自動

販売機だってない。学校も半日で終わり、給食だってない。

病院だって少ない。こんなに不便なはずなのに、魅力を感じ

てしまうのはなぜだろう。それは、雄大な自然がある、家族

と共に過ごすゆったりとした時間がある、自分の国で育てた

食べ物がある、からではないだろうか。日本とパラグアイお

互いの良さや課題を見つめ直し、「豊かさ」について10人の

教員で考え、思いを共有した。便利な日本だからこそ生まれ

る問題や課題。不便なパラグアイだからこそ生まれる良さ。

最低限の衣食住・家族との時間・最低限のお金。これだけあ

れば、十分に豊かだと言えるのではないだろうか。パラグア

イを訪れたからこそ、見えてきた日本の良さや課題があった。 

● 宮嶋 いずみ

訪問先で話を聞くと、パラグアイには貧困、教育、医療、

環境など、様々な課題があることを知った。とても大きな問

題で、国全体が危機感をもって動かないと難しい問題がたく

さんあるように思った。SENAVE に派遣されている専門家の

滝本さんは、日本に輸出されるパラグアイのごまの残留農薬

の問題を知り、パラグアイに渡り、農薬の基準を作ったり、

残留農薬を調べるための仕組みをつくられたりしている。「自

分がいなくなっても、現地の人ができる仕組みをつくること

が大切。」と言われていた。日本のもつ技術や知識を現場で伝

え、仕組みをつくること、これが日本のできる国際協力なの

だとこの研修を通して知ることができた。同じ地球に住む人

間として、世界の問題は自分達の問題でもあると考えていき

たい。そのために自分ができることは小さなことだが、教育

をよくしたい、環境をよくしたい、そんな思いや行動が人を

繋げ、よい循環を作っていけるのではないかと思う。 

● 村瀬 泰広

多くの車が行き交い、ビルやショッピングモールなど、発展

を感じさせる首都のアスンシオンから車で１時間かからない

場所にある、ゴミ収集車が行き交い、廃材で作られた家が建ち

並び悪臭が漂う劣悪な環境で多くの人が暮らすカテウラ地区。

モノにあふれ、それが当たり前となっている私たちがいる一方

で、本当に過酷な環境で生活し、１日１日を生きていくことに

必死な人が大勢いる。貧困という問題の現実を前に、本当に自

分は無力だということを痛感した。そんな中で自分ができるこ

とは、しっかりと自分の見た現実を理解し、それを伝え、広め

ることだと思う。それは、課題の解決には継続的な支援が求め

られ、それにはより多くの人の力が必要となるからだ。そして、

より多くの力で課題の解決に向けて歩んでいけるような社会

になるために、「周りを引きつける力」「他に関心をもち共感す

る力」などの人間力を高めるとともに、子どもたちがそうした

力をつけていける教育をしていきたい。 

● 湯浅 郁也

滞在中に訪問国で出会った人々が共通して持つ問題意識と

して、異なる価値観を持つ人々との共生がある。ここでの“共

生”には訪問国における日系人と非日系人の融合などといっ

たものも含まれると考える。この多文化共生という課題の解

決にあたっては、互いに持つ価値観の尊重が重要である。本

研修で我々が訪問国で出会った事物の多くも自国で自身が経

験してきたものとは異なり、それゆえ異なる価値観との遭遇

でもあった。しかし、これらの異なる価値観は自身の新たな

価値観とも成り得る。それは、現地での経験を「共通の課題

について共に考える」という視座に立った教育活動に当ては

めた場合、異なる文化や価値観を体験的に学ぶこととなるの

ではないだろうか。つまり、生徒の持つ価値観と異なるもの

との出会いに対して、生徒自身がどのようにそれらの相違と

向き合うかという学びの場を設けることである。これらの体

験的な学びを通し、生徒は多文化共生についての理解を深め

られると考える。 

● 横井 美月

今回訪問したカテウラ地区では貧困について様々な視点で

考えさせられた。ゴミ集積地で暮らす人々の姿があった。洪水

によって避難生活を強いられ、木の簡単な仮設住宅で暮らす

人々の姿があった。一方で、カテウラ音楽団には、貧困を抜け

出した青年の姿があった。研修中に出会った青年海外協力隊の

方々や専門家の方々が「方法を教えること、仕組みを作ること

の大切さ」を語っていたことが思い出される。貧困は、簡単に

解決できない様々な問題が混在しているが、教育や仕事を通し

て抜け出す方法や仕組みが少しずつ浸透すれば、音楽団の青年

のように新しい未来を切り拓いていくことができる人々は増

えていくだろう。日本でも格差是正は大きな課題であるが、こ

れもまた同様だろう。本当に困っている人は孤独で、どうした

らいいのか分からない闇をさまよっている。社会にある問題の

一つ一つをその社会に住む一人一人が自分のこととして考え、

共に越えようとする社会を創る一員でありたい。
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◇ 同行ファシリテーター挨拶の後、①パラグアイの概要、②訪問

先の紹介、③学校教育の現状と教材体験、④パラグアイの文化

について、⑤研修を通して印象に残っていることについて、現

地の写真および音楽と共に、現地で撮影した動画やクイズも交

えて紹介した。 

 

◇ 「開発教育･国際理解教育実践報告フォーラム2020」で行う現地研修報告の内容検討会を、次の

日程で行った。 

第1回：2019年10月19（土）10：00～12：00 

第2回：2019年12月15（日）10：00～12：00 

 

◇ 同行ファシリテーター挨拶の後、次の流れで、現地の写真と音楽、

動画と共に研修報告を行った。 

① パラグアイクイズ 

② 各訪問先の紹介、現地教材の紹介、印象に残っていること 

③ 本研修の目的と現地研修で得た学び、気づき、自分自身の変化 

◇ 実践のねらいとプログラムをまとめた「実践報告ポスター」と実践の教材、成果、写真などをもとに、

フォーラム参加者へ42分間（１4分×3セッション）の報告を行った。 
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Ⅴ．パラグアイ実践報告書 

 

パラグアイ実践報告書の内容一覧 

1 青山将太朗
小学校２年生
（21名）

9時間
残さず食べよう

～ぼく・わたしができること～

2 金尾亜生子
小学校

帰国児童4～6年生
（27名）

5時間 日本も世界もみんなアミーゴ

3 狩山智美
小学校 6 年生
（68 名）

15時間 世界を見よう。知ろう。考えよう！

4 佐々木恵
小学校４年生
（32名）

4時間 みんなが住みたい！と思う世界に

5 柴田英子
小学校６年生
（77名）

15時間
We are all one!!

～SDGs への取り組みを通して～

6 長谷川義洋
特別支援学級

小学校2･3･4･6年生
（6名）

6時間 世界の国々について知ろう

7 宮嶋いずみ
小学校６年生
（35名）

8時間 世界のこと、みんなで一緒に考えよう！

8 村瀬泰広
小学校６年生
（19名）

9時間
結集せよ！

～日本の未来を支える頭脳～

9 湯浅郁也
中学 3 年生（80名）
高校 2 年生（80名）

3時間 遠そうで近いパラグアイ

10 横井美月
高校１年生
（317名）

3時間 世界のつながり、ありがとう！

 



 

30 
 

Ⅴ．実践報告書［青山将太朗］ 
 



 

31 
 

Ⅴ．実践報告書［青山将太朗］



 

32 
 

Ⅴ．実践報告書［青山将太朗］ 
 



 

33 
 

Ⅴ．実践報告書［青山将太朗］



 

34 
 

Ⅴ．実践報告書［青山将太朗］ 
 



 

35 
 

Ⅴ．実践報告書［金尾亜生子］



 

36 
 

Ⅴ．実践報告書［金尾亜生子］ 
 



 

37 
 

Ⅴ．実践報告書［金尾亜生子］



 

38 
 

Ⅴ．実践報告書［金尾亜生子］ 
 



 

39 
 

Ⅴ．実践報告書［金尾亜生子］



 

40 
 

Ⅴ．実践報告書［金尾亜生子］ 
 



 

41 
 

Ⅴ．実践報告書［狩山智美］



 

42 
 

Ⅴ．実践報告書［狩山智美］ 
 



 

43 
 

Ⅴ．実践報告書［狩山智美］



 

44 
 

Ⅴ．実践報告書［狩山智美］ 
 



 

45 
 

Ⅴ．実践報告書［狩山智美］



 

46 
 

Ⅴ．実践報告書［佐々木恵］ 
 



 

47 
 

Ⅴ．実践報告書［佐々木恵］



 

48 
 

Ⅴ．実践報告書［佐々木恵］ 
 



 

49 
 

Ⅴ．実践報告書［佐々木恵］



 

50 
 

Ⅴ．実践報告書［佐々木恵］ 
 



 

51 
 

Ⅴ．実践報告書［柴田英子］



 

52 
 

Ⅴ．実践報告書［柴田英子］ 
 



 

53 
 

Ⅴ．実践報告書［柴田英子］



 

54 
 

Ⅴ．実践報告書［柴田英子］ 
 



 

55 
 

Ⅴ．実践報告書［柴田英子］



 

56 
 

Ⅴ．実践報告書［柴田英子］ 
 



 

57 
 

Ⅴ．実践報告書［長谷川義洋］



 

58 
 

Ⅴ．実践報告書［長谷川義洋］ 
 



 

59 
 

Ⅴ．実践報告書［長谷川義洋］



 

60 
 

Ⅴ．実践報告書［長谷川義洋］ 
 



 

61 
 

Ⅴ．実践報告書［長谷川義洋］



 

62 
 

Ⅴ．実践報告書［宮嶋いずみ］ 
 



 

63 
 

Ⅴ．実践報告書［宮嶋いずみ］



 

64 
 

Ⅴ．実践報告書［宮嶋いずみ］ 
 



 

65 
 

Ⅴ．実践報告書［宮嶋いずみ］



 

66 
 

Ⅴ．実践報告書［宮嶋いずみ］ 
 



 

67 
 

Ⅴ．実践報告書［宮嶋いずみ］



 

68 
 

Ⅴ．実践報告書［村瀬泰広］ 
 



 

69 
 

Ⅴ．実践報告書［村瀬泰広］



 

70 
 

Ⅴ．実践報告書［村瀬泰広］ 
 



 

71 
 

Ⅴ．実践報告書［村瀬泰広］



 

72 
 

Ⅴ．実践報告書［村瀬泰広］ 
 



 

73 
 

Ⅴ．実践報告書［湯浅郁也］



 

74 
 

Ⅴ．実践報告書［湯浅郁也］ 
 



 

75 
 

Ⅴ．実践報告書［湯浅郁也］



 

76 
 

Ⅴ．実践報告書［湯浅郁也］ 
 



 

77 
 

Ⅴ．実践報告書［湯浅郁也］



 

78 
 

Ⅴ．実践報告書［横井美月］ 
 



 

79 
 

Ⅴ．実践報告書［横井美月］



 

80 
 

Ⅴ．実践報告書［横井美月］ 
 



 

81 
 

Ⅴ．実践報告書［横井美月］



 

82 
 

Ⅴ．実践報告書［横井美月］ 
 



 

83 
 

Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価

 

設問１；研修は、あなたの期待（あるいは目標

達成の支援）を満足させるものでしたか。

設問２；開発教育・国際理解教育の延べ実践時間 設問３；前年度に比べた実践時間の変化 

＜実践時間が増えた理由（主なもの）＞



 

84 
 

Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価 

設問４；前年度に比べて本年度の実践内容は 

どのようになったと思いますか。 

＜実践内容が深まった理由（主なもの）＞

設問５；開発教育・国際理解教育の実践により 

学習者により良い変化がありましたか。

設問６；学習者にどのようなより良い変化がありましたか。（複数回答） 



 

85 
 

Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価

＜よかったこと＞ 

＜より良くするための提案＞ 

設問７：「事前研修」で教材収集についてのシート作成や 
準備検討は、現地研修での学びに役立ちましたか。



 

86 
 

Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価 

＜よかったこと＞ 

＜より良くするための提案＞ 

設問８：．「事後研修」で、授業実践プログラムの作成・
評価を行ったことは実践に役立ちましたか。



 

87 
 

Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価

＜良かったところ＞ 

＜より良くするための提案＞ 
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